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Ａ．研究目的 
 甲状腺ホルモン不応症は、甲状腺ホルモンに対する
標的臓器の反応性が減弱している症候群である。本
疾患の患者では甲状腺ホルモン高値にもかかわらず
TSHが抑制されない不適切TSH分泌症候群を呈するた
め、バセドウ病などと間違えられ不適切な治療が行
われることがある。本研究では、専門家以外の医師
でも正しく診療できるようにするため、適切な診断
及び治療指針の策定を行う。 
 

B．研究方法 
日本内分泌学会及び日本甲状腺学会の会員から診

療指針作成委員会（委員長石井角保）を作り、文献
に基づいて、各種ガイドラインの作成を行なった。
診療に関する事項については、Minds・GRADEが定め
る手法に基づいて作成した。 
（倫理面への配慮） 

現段階では既に公表されている文献に基づく研究

のため、倫理審査が必要となる研究内容は含まれな

いが、研究倫理教育を受講し、利益相反の管理を適

切に行なっている。 

 

C．研究結果 

 本年度は、甲状腺ホルモン不応症の診療ガイドラ

インが完成し、これまでに作成・公表済みの診断基

準、重症度分類、遺伝子診断の手引きと併せて、書

籍として出版を行なった。 

 

D．考察 
 専門家以外の医師が甲状腺ホルモン不応症を正し
く診療できるようにするためには、適切な診断及び
治療指針の制定が不可欠である。今回、診断基準、重
症度分類、遺伝子診断の手引きに加えて、診療ガイド
ラインが完成し、書籍として公表したことで、研究成
果を社会に還元できると考えられる。 
 

E．結論 

 診断基準、重症度分類、遺伝子診断の手引き、診

療ガイドラインの策定を行い、書籍として公表し研

究成果の社会還元を行った。 

 

F．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記入 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
 該当なし 
 2. 実用新案登録 
 該当なし 
 3.その他 
 該当なし 
 
 
 

研究概要：甲状腺ホルモン不応症は甲状腺ホルモンに対する標的臓器の反応性が減弱している症

候群であるが、不適切な治療が行われることがあり、正確な診断、治療のための指針の作成が必要

である。本年度は、治療指針策定が終了し、これまでに策定した診断基準、重症度分類、遺伝子診

断の手引きと併せて書籍として公表し、研究成果の社会還元を行った。 
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